
LESSONS OF ENGLISH THROUGH FILMS　　　　　　　　･

Films and English　映画のなかの英語

｢ヘドウイグ･アンド･アングリーインチ｣
"HEDWIG AND THE ANGRY INCH"　●●●第11回

HIt-s what I have to work with."

｢わたしが折り合いをつけて
いかねばならないものよ｣

自由を得てロックシンガーになるため､米兵との結婚を決意し

性転換手術まで受けてしまう東独の少年｡ところが手術ミスで

良問には｢怒りの1インチ｣が-･.･｡ファッションも音楽もエピソ-ドも

ギラギラしながら､なかなかひたむきな映画｡そして英語｡

文=中野香織

タイトルがいいですね｡ -11p{1､､やal1{l llll･

＼TILrrT Lrlt･h'･昨年10月に東京国際映画祭に

招待作品として上映された時に駆けつけたのは､

このタイトルに胸騒ぎを覚えたからでした｡

ポスターには､ライオンのたてがみのような金

髪にグリッター系メイクをした､ど派手な｢女｣の

写真が映っていましたが､監督･脚本･主演をこ

なした才人として舞台挨拶にあらわれたジョン･キ

ャメロン･ミッチェルは､くりくり頭の端正できゃし

ゃな男の子でした｡ 38歳の男性に｢男の子｣と

は失礼かとも思いますが､なんといってもその日

のお洋服が｢男の子｣でしたから｡襟に白いライ

ンが入った､真っ赤なブレザー｡ ｢スコットランドの

カトリック系の寄宿学校に通っていたときの制服｣

だそうです｡ ｢気に入っていたので､大きめに作っ

てもらって今も着ている｣のだとか｡

この制服のエピソードといい､たたずまいとい

い話し方といい､真面目で純朴な人との印象すら

受けました｡映画はといえば､けばけばしいボス

タ-写真や胸騒ぎのタイトル､マドンナやデヴィッ

ド･ボウイが熱狂!という前評判から短絡的に想

像していたのとは違って､やはりとても真面目な

のです｡真筆で､ひたむきoこの作者にしてこの

作品があるのでしょう｡

ファッションもメイクも音楽も個々のエピソード

もたしかにギラギラはしてますが､映画や歌を貫く

テーマはといえば､古代ギリシアの哲学者プラト

ンの哲学をベースにした､今どき時代遅れかもし

T.ない｢天上で完結する不変で根源的な愛｣ ｡

ちなみに､現代において｢プラトニック･ラブ｣と

呼iiれている愛の形の起源こそ､この｢プラトン的

愛_　にあります｡プラトン哲学における､普遍的

で完全な愛の理想形がしだいにゆるく解釈されて､

現世的な肉欲を超越した関係を｢プラトニック･

ラブ_と呼ぶようになった次第です｡ついでながら､

プラトンのギリシア名は｢肩幅の広い人｣という

917

ギャ#･コミュニケーションズ配給｡オフ･ブロードウェイで2年半以上のロングランを記鐘した

同名ミュージカルと同じく､ジョン･キャメE)ン･ミッチェルの監督･脚本･主演｡ 1月下旬よりロードショー｡

意味｡アメフトのショルダー･パッドや武士の襟

に見られるように､広い肩幅は強い男の象徴です｡

マッチョはどプラトニック･ラブの信奉者が多いと

いう俗説は､こんなところに正当な起源をもって

いたようです(うそ)0

さて､テーマは古典哲学に影響を受けているも

のの､個々のエピソードは奇抜です｡主人公へ

ドウイクは､ベルリンの壁が永遠に健在であろう

と思われていた1960年代後半に､自由を得たい

と患ってアメリカ兵との結婚を決意します｡が､

その前にやらなきやいけない手術がある｡婚約者

ルーサーと､へドゥイヴの母は､こんなセリフで

ヘドウイグにその手術をすすめます｡

1-ulhtLr: TlHl.AIL i川ar･ I'lIu got 1o

Leaヽ･tt somt･lhillg IIellind･ ▲lm l rite･Ill･

.Il r六.Sl･IITlli(Jl?

(成功しようと患えば､何かをおいていかねばなら

ない｡そうですよね､お母さJL)

.tltHll: I illWilyS lIIolゆl州I LuILlげ･

Ttl hr rr什.川1tt muSl gr一､･LL uP il Jilllt･

pilrl or."t･紺Ir･ ･lnd I kn-川∫l.$l tIlP

(Iot･lor lo lilktL il.

(もちろんですとも､ルーサー｡自由になるため

には､自分の一部分をあきらめなきゃ｡わたしが

腕のいい医者を紹介するわ)

おそろしいことを話しているのにセリフはこんな

にも音楽的でユーモラス｡この映画の英語の特

徴の一つがまさにここに現れています｡悲惨な話､

知的で難解な話も､音楽的でユーモラスなせり

ふで聞かせてしまうのです｡時には本当に歌にな

ったり.ともあれ､性転換手術を受けますが､そ

れが失敗してヘドゥイヴの腰間に残るものこそ､

タイトルの｢怒りの1インチ｣｡

ジ･アングリー･インチをかかえるかぎり､彼

女がプラトン的に合一すべき相手を探すのは並大

抵の易しさではありませんたとえば｢運命の人｣

と患ったトミーなどは､彼女のアングリー･インチ

にはじめて触れて､こんな反応をします.

TomTll)･: llrLlill is thとll',i (今のは何?)

l lt･dWigr: JI'5 ､､･hill ‖I祖,t･ lり､､･Ork ､ヽ･itll･

(わたしが折り合いをつけていかねばならないものよ)

To111日や.: -11日110mls prohat}1r

wontle‖叩WhtLre l a111･

(えっと､ママが心配してるから掃うなきゃ)

残酷と滑稽がせめぎあうようなこJLなエピソード

の合間には､単純にコスプレと音楽が楽しいシー

ンが満載です｡ ｢ロッキー･ホラー･ショー｣ぼ

りに観客が-掛こ歌うことを求められる場面もあ

りますoヘドゥイヴがスクリーンから､'okLLy~ LtrLゝ

r.tln-1､:f (さあ･みんなも-掛こ歌ってね)と

誘ってきたら､較客は次のフレーズを歌わおばな

りません(莫)｡

fl I,lIl M-=一一-ldL",-1.lJ･ TL.rn川Hhp

t',-trill.L Ilm l川IIi-lPHhlL ､､,1,rr (Iown rrom

lllt･ ,lltllr'

(お化粧をして､音楽をかけたら､かつらをつけま

しょう)

へドゥイヴの髪型を模した｢ヘドヘッド｣をか

ぶって｢ロッキー･ホラー｣ぼりの参加型牧客

を演ずるのもよし､古典哲学が説く愛の起源をし

みじみ考えるのもよし､ファッションとメイクをひた

すらチェックするのもよし､ロックに身をゆだねる

もよし｡ ｢愛｣と同じく人それぞれの楽しみ方の

形がある映画です｡


